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【序論】 
口腔扁平上皮癌の治療は手術が標準治療とされているが，術後の機能障害や審美障害を
きたすため，近年では手術回避を目的とした化学放射線療法により機能温存が試みられる
ようになってきた．そのなかでも放射線療法と超選択的動注法を用いた化学療法との同時
併用療法は優れた局所制御率から進行口腔癌に対し臓器温存が可能となってきた。我々は
進行口腔扁平上皮癌に対し臓器温存を目的として逆行性超選択的動注化学放射線療法(動
注 CCRT)を開発し，その有用性を報告していてきた(Mitsudo et al., 2014)． 
一方，ブドウ糖の類似物質である 18F-fluoro-2-deoxy-D-glucose (FDG)は，細胞の糖代謝
を正確に反映するため，positron emission tomography (PET)のトレーサーとしては最も
一般的な薬剤である．FDG-PETは頭頸部扁平上皮癌において病期診断や転移・再発診断，重
複癌の検索などに有用であり多くの施設で施行されている．FDGの集積は腫瘍細胞の増殖能
を直接反映するという背景から，頭頸部癌以外でも FDGの集積の度合いと治療効果判定や
予後との関連性などについて多くの報告がなされている(Vansteekiste et al., 1999, 
Halfpenny et al., 2002)． 
FDGの集積から予後を予測した頭頚部癌を対象とする報告は過去にもいくつか散見され
るが，それらは咽頭癌や喉頭癌などを含めた頭頸部全般の報告であり，口腔癌のみを対象
とした報告は極めて少ない．また，治療前後に dual-time -point法による FDG-PETでの予
後の予測を行った報告も少ない．さらに，治療方法に関しては手術や化学療法，放射線療
法もしくはそれらを複合的に行った治療であり治療が統一されておらず，根治治療として
動注 CCRTの一つのみの治療法での口腔癌を対象とした報告はない．そこで，本研究は動注
CCRTを施行した口腔癌の治療前と治療後に dual-time-point法による FDG-PETを施行し，
原発巣への FDG集積を計測し得られた SUV値から予後の予測が可能となりうるかどうかを
目的に検討を行った． 
 
【対象と方法】 
対象は 2006年 3月から 2012年 10月に横浜市立大学付属病院歯科・口腔外科で動注 CCRT
を施行した口腔扁平上皮癌を対象とした．このうち，治療前，治療終了 4 週間後に
dual-time-point法による FDG－PETを施行し評価した 69症例（stage II:8例、stage III:20
例、stage IV: 41例）を対象とした．原発巣の FDG集積を standardized uptake value (SUVmax)
として測定し，測定した SUV値から retention index (RI) [(後期相 SUV‐早期相 SUV)/ 早
期相 SUV ]、早期相および後期相の治療前後の減少率 [(治療前 SUV‐治療後 SUV/治療前
SUV )]を算出した。ROC解析より治療前後の早期相 SUV値・後期相 SUV値・RI、早期相およ
び後期相での減少率のカットオフ値を算出し、生存率(OS)、無病生存期間(DFS)、局所制御
率(LC)との関連を検討した。 
SUV値の比較は t検定を用いた．生存率は Kaplan-Meire法で算出し，log-rank検定に
て群間比較を行った．多変量解析は，年齢，性別，喫煙歴，T分類，N分類，ステージ分類，
ならびに単変量解析において有意であったものまたは傾向があったものを共変量とし Cox
回帰分析を行った．いずれも有意水準 0.05以下を有意差ありと判定した． 
 
【結果】 
治療前の SUV値の中央値は早期相が 7.4(1.3－20．2)，後期相が 8.4(1.9－27.6)，RIは
22.0%(‐19.8%－63.8%)であった．治療後の SUV値の中央値は早期相が 2.9(0－6.6)，後期
相が 3.3(0－9.5)，RIは 9.4%(‐19.4%－60.9%)であった．治療後の SUV値(早期相，後期相)，
RIは有意に減少していた.減少率の中央値は早期相が 59.1%(‐177.0%－100%)，後期相が
60%(‐121.1%－100%)であった． 
3年 OS，3年 DFS，3年 LCはそれぞれ 69%，62%，80%であった．カットオフ値を用いた群
間比較では，治療前の SUV値(早期相) の高い群(OS；p =0.014，DFS； p=0.006)，治療前
の SUV値(後期相) の高い群(OS；p=0.004，DFS；p=0.003)，治療前の RI値の高い群(OS；
p=0.013，DFS；p=0.006)，減少率(早期相) (OS；p=0.002，DFS；p=0.009) の高い群，減
少率(後期相) (OS；p=0.001，DFS；p=0.005)の高い群はそれぞれの低い群に比較して OS，
DFSが有意に不良であった．多変量解析では，OSにおいては治療前の RI値(p=0.025)およ
び減少率(後期相) (p=0.004)が独立した因子であった．DFSにおいては治療前の SUV値(後
期相) (p=0.017)および治療前の RI(p=0.029)が独立した因子であった． 
 
【考察】 
動注 CCRTを施行した口腔扁平上皮癌において，OSでは治療前の RIおよび減少率(後期相)
が病期分類などとは独立した予後因子であり，DFSではまた治療前の RIおよび後期相 SUV
値が独立した予後因子となった．単変量解析では治療前の SUV(早期相，後期相)，RI，減少
率(早期相，後期相)の群間比較では OSと DFSに有意な差があったが，多変量解析では早期
相の SUV値単独では有意な差はなかった．つまり 2相撮影から得られる FDG集積の度合い
が予後予測因子としてより重要であることを意味している． 
本研究の結果により治療前の RIが高い症例や減少率が高い症例はより予後が不良であっ
たことから治療後の補助療法や厳重な経過観察が必要である． 
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